
単単一のホスト型ソリューションで複数のチャ
ネルにわたるID認証ニーズを解決。
LexisNexis® TrueID® Document Authentication

Serviceはイメージキャプチャ技術を用いて
顧客のインフラを統合し、強力かつ信頼でき
るIDドキュメント認証を提供します。

運転免許証、パスポートや 在留カードなどの政府発行の
身分証明書が多くの場合、アイデンティティ審査プロセス
の中心となります。従来、当該ドキュメントを認証する組
織は高度なオンプレミスソリューションに依存してきまし
た。
しかし、組織がマルチチャネルや地理的に分散したサービ
スを進化させるにつれて、複数のチャネルやデバイスから
同一のドキュメント認証機能へのアクセスが必要になって
きました。
LexisNexis® TrueID® Document Authentication 
Serviceは、高額なIDスキャンデバイスを新たに必要とす
ることなくウェブ、モバイルや物理的位置へのアクセスが
すべて可能なホストサービスとして高品質のドキュメント
認証を提供します。

 モバイルカメラでIDドキュメントの画像を撮像する

画像をホスト型ドキュメント認証サービスに安全に
送信して検証する

 特許取得済みのIDライブラリを使用した自動フォレ
ンジックテストで肉眼では見落とす可能性のある不
審物をチェックして特定する

光学式文字認識（OCR）とバーコード復号化で 個
人データを迅速かつ正確に抽出する

抽出したデータを自動化されたワークフローや他の
LexisNexis Risk不正およびアイデンティ・プラッ
トフォームサービスで使用することができる

パッシブライブネス検出と顔認識照合アルゴリズム
を使用して、抽出したIDラポートレート写真と自撮
り写真との生体認証による比較ができ、否認防止が
有効になる

いつでもどこでも必要に
応じたID認証で不正を防止

LexisNexis® TrueID® Document Authentication Service
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TrueIDドキュメント認証サービスは完全に自動化され
ており、特許取得済みアルゴリズムを使用してIDの真
正性をチェックします。米国だけでも何百もの正規の
運転免許証のテンプレートがあり、簡単に入手できる
偽のIDを人間の目で発見するのが難しい今日の状況に
おいて自動化は極めて重要です。TrueIDドキュメント
認証サービスはさまざまなソースからID画像を受け取
り、画像の解析度やドキュメントの特性に基づいて
フォレンジックテストを実行します。また、当社の特
許取得済みグローバルIDドキュメントライブラリは、
新たなテンプレートやセキュリティ機能の変更に伴い
月に数回更新され、年間2000以上のドキュメントを更
新します。

TrueIDドキュメント認証サービスは時間の節約にもな
ります。手動検査ではそれぞれのIDに最長5分を要する
ところ、TrueIDドキュメント認証は数秒で結果を返し
ます。さらに自動化することにより、作業量が増加し
ても人員を増員する必要がありません。

REST API
iOS、 Javascript

LexisNexis® TrueID® Document Authentication Service

 
https://risk.lexisnexis.co.jp/corporations-and-non-profits/fraud-and-identity-management

LexisNexis Risk Solutionsについて

LexisNexis® Risk Solutionsは、データの力と高度な分析を活用して、企業や政府機関がリスクの軽減と意思決定の向上を通じて世界中の人々の利益のため
に役立つインサイトを提供します。当社は保険、金融サービス、医療、政府部門を含む広範な業界にデータとテクノロジーソリューションを提供しています。ジョー
ジア州アトランタの都市圏に本社を置く当社は世界各地に事務所を擁しており、プロフェッショナルな法人顧客向けの情報ベースの分析および決定ツールのグ
ローバルプロバイダであるRELX (LSE: REL/NYSE: RELX)の一部門です。
詳細については、www.risk.lexisnexis.comおよび www.relx.comにアクセスしてください。

TrueIDは、公正信用報告法(15 U.S.C. § 1681, et seq.) (“FCRA”) で定義される用語である「消費者報告書」によって提供されておらず、FCRAで定義される用語である「消費者報告
書」を構成するものではありません。したがって、当該サービスの全部または一部を、FCRAに基づく消費者報告書として認められる信用、保険、雇用またはその他の適格性に関する目的
において、適格性を判断する際の要素として使用することはできません。LexisNexisおよびKnowledge BurstのロゴはELX Inc.の登録商標であり、ライセンスに基づき使用されています。
TrueIDはLexisNexis Risk Solutions Inc.の登録商標です。 Copyright © 2020 LexisNexis Risk Solutions. All rights reserved. NXR12310-02-0921-JP

https://risk.lexisnexis.co.jp/corporations-and-non-profits/fraud-and-identity-management
www.risk.lexisnexis.com
www.relx.com
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